
人口と世帯 平成28年5月1日現在 （ ）内は前月との増減

住民登録者数：184,675人（724人増 ）	  男：90,492人（384人増 ）／女：94,183人（340人増 ）
世帯：91,886世帯（486世帯増 ）

むさしのFM  78.2MHz
「おはよう! 三鷹市です」放送時間／月〜金曜日 10：20〜10：25 
「三鷹くちこみテレフォン」放送時間／木曜日 9：45〜9：55

出産・子育てを応援！保健師による「ゆりかご面接」が始まりました／
第9回みたか福祉施設自主製品フェスタ「菓子カフェ＋（プラス）」

「みる·みる·三鷹」J：COMチャンネル武蔵野・三鷹（地デジ11チャンネル）
第476回（5月15日〜6月4日）

放送時間／月〜日曜日 9：00 12：30 20：00 23：30

広報
No.1571│平成28年│2016.5.15

●市役所代表電話
☎0422-45-1151

	 代表電話ダイヤル後、交換手に各課の内線
番号をお伝えください。
●困りごとの相談は 市民相談専用電話 
☎0422-44-6600

●あなたのご意見を 市民の声専用FAX
0422-48-2810

●子どもを見守る 安全安心メールの登録
maam@req.jp

    あてに空メールを送信してください

市外局番「0422」は省略。 主催者   日時・期間   対象・定員   場所・会場   講師   費用   持ち物   申込方法   問い合わせ   保育あり   手話・要約筆記あり

三
鷹
市
と
筑
摩
書
房
の
共
同
主

催
で
復
活
後
18
回
目
と
な
る「
太

宰
治
賞
」の
最
終
選
考
委
員
会
が
、

5
月
9
日
み
た
か
井
心
亭
で
開

催
さ
れ
、
選
考
委
員
の
加
藤
典
洋

さ
ん
、
荒
川
洋
治
さ
ん
、
奥
泉
光

さ
ん
、
中
島
京
子
さ
ん
に
よ
り
、

１
４
７
３
編
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
第
32
回
太
宰
治
賞
が
夜
釣

十
六（
よ
づ
り
・
じ
ゅ
う
ろ
く
）さ
ん（
筆
名
）の「
楽
園
」に
決
ま
り

ま
し
た
。

受
賞
作「
楽
園
」の
主
人
公
は
、
無
為
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

30
歳
の
男
性
。
あ
る
日
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い「
祖
父
」か
ら
一
通

の
は
が
き
を
受
け
と
り
ま
す
。
人
里
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
村
で
の「
祖

父
」と
の
共
同
生
活
を
通
じ
て
、
そ
の
戦
争
体
験
に
触
れ
、
変
化

し
て
い
く
心
境
を
描
い
た
物
語
で
す
。

選
考
委
員
の
加
藤
典
洋
さ
ん
は「
受
賞
作
の
選
考
後
に
作
者
が

女
性
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
変
驚
い
た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待

で
き
る
楽
し
み
な
作
品
で
あ
る
」と
評
し
ま
し
た
。

荒
川
洋
治
さ
ん
は「
個
人
の
記
憶
や
体
験
に
は
限
界
が
あ
る
。

世
代
間
に
わ
た
る
戦
争
体
験
の
記
憶
を
受
け
継
ぎ
、
統
合
し
て
い

く
と
い
う
物
語
で
、
自
分
の
今
の
年
齢
で
想
像
で
き
る
戦
争
や
、

戦
争
と
人
間
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
見
て
い
こ
う

と
す
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
深
み
の
あ
る
作
品
で
あ
る
」と
選
評
を

述
べ
ま
し
た
。

奥
泉
光
さ
ん
は「
複
雑
な
時
間
の
構
成
と
語
り
の
構
造
、
そ
し

て
、
記
憶
の
交
差
を
う
ま
く
織
り
込
み
つ
つ『
語
り
』を
作
っ
て
い

る
。
複
数
の
記
憶
が
混
ざ
り
合
い
、
交
差
し
て
い
く
と
い
う
の
は

小
説
の
基
本
で
も
あ
る
が
、
そ
の
基
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
や
、

小
説
に
出
て
く
る
情
景
の
手
触
り
感
も
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
」と
選
評
を
述
べ
ま
し
た
。

中
島
京
子
さ
ん
は「
今
回
初
め
て
選
考
会
に
加
わ
っ
た
が
、
と

て
も
良
い
作
品
を
選
べ
た
と
思
っ
て
い
る
。
受
賞
者
に
お
め
で
と

う
と
言
い
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
夜
釣
十
六
さ
ん
は
、
石
川
県
出
身
・
埼
玉
県
在
住
の

二
十
八
歳
の
女
性
で
す
。
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
、「
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
目
下
、

三
鷹
市
が
舞
台
の
小
説
を
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
受
賞
作
と
併
せ

て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

第
32
回
太
宰
治
賞
贈
呈
式
は
、
6
月
15
日
㈬
午
後
6
時
か
ら

銀
行
倶
楽
部（
千
代
田
区
）で
行
わ
れ
、
正
賞
の
記
念
品
と
副
賞

１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
受
賞
作
お
よ
び
最
終
候
補

作
の
す
べ
て
と
選
考
委
員
の
選
評
な
ど
を
収
録
し
た「
太
宰
治
賞

２
０
１
６
」は
、
筑
摩
書
房
か
ら
発
売
予
定
で
す（
発
売
日
未
定
）。

◇
第
32
回
太
宰
治
賞

最
終
候
補
作
品

夜
釣 

十
六

	

「
楽
園
」

サ
ク
ラ
・
ヒ
ロ

	

「
星
と
飴
玉
」

広
井 

公
司

	

「
ト
ラ
ン
ス
・
ペ
ア
レ
ン
ト
」

豆
塚 

エ
リ

	

「
い
つ
だ
っ
て
溺
れ
る
の
は
」

◇
太
宰
治
賞
と
は

昭
和
39
年
に
筑
摩
書
房
が
創
設
し
た
小

説
の
公
募
新
人
賞
で
、
吉
村
昭
を
は
じ
め
、

加
賀
乙
彦
、
金
井
美
恵
子
、
宮
尾
登
美
子
、

宮
本
輝
な
ど
多
く
の
著
名
作
家
を
世
に
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
53
年
の
第
14
回

を
最
後
に
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
鷹

ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
の
文
化
の
薫
り
を
継

承
し
た
い
と
考
え
て
い
た
三
鷹
市
が
、
三

鷹
に
な
じ
み
の
深
い
太
宰
治
の
没
後
50
年

（
平
成
10
年
）を
機
に
、
筑
摩
書
房
に
呼
び

掛
け
、
共
同
主
催
の
形
で
復
活
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
津
村

記
久
子
さ
ん
、
三
島
由
紀
夫
賞
を
受
賞
し

た
今
村
夏
子
さ
ん
、
大
江
健
三
郎
賞
を
受

賞
し
た
岩
城
け
い
さ
ん
な
ど
、
有
望
な
若

手
作
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
☎
内
線
２
５
１
5

受
賞
作「
楽
園
」

第
32
回
太
宰
治
賞

贈
呈
式
に
ご
招
待

6
月
15
日
㈬
午
後
6
時
〜
8
時

市
民
5
人

銀
行
倶
楽
部（
千
代
田
区
丸
の
内

１
︲
３
︲
１
）

5
月
23
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
往

復
は
が
き
で
必
要
事
項（
11
面
参

照
）・
同
賞
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の

感
想
を「
〒
１
８
１
︲
８
５
５
５
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
」へ（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
結
果
は
6
月
1
日
㈬
ま
で
に
通

知
し
ま
す
。

同
課
☎
内
線
２
５
１
5

第
32
回
太
宰
治
賞
が

夜
釣  

十
六
さ
ん「
楽
園
」に
決
ま
り
ま
し
た

太宰治は昭和14年に三鷹の住人となり、珠玉の作品を世に送り出しました。太
宰にとって三鷹はついの住み家であり、家族と過ごした「小さい家」には、多くの文
化人が訪れ、共に研さんを積みました。

同展では、前回未公開の津島家寄託資料を中心
に、三鷹時代に残した書画など約70点の資料を展
示します。太宰治の生誕日であり、桜桃忌が営まれ
る6月。「太宰が生きたまち・三鷹」で、太宰と仲間
の文学者たちとの交流と、小説だけにとどまらない
太宰の「芸術」に触れてみませんか。

三鷹市、（公財）三鷹市スポーツと文化財団
協力：津島園子、津島香以、林忠彦作品研究室、

（公財）日本近代文学館、佐賀大学美術館
三鷹市美術ギャラリー
期間中会場へ 太宰治画「水仙」昭和15年頃

近年高い評価と注目を集めている太宰治の絵画について、創作に
多大な影響を与えた三兄・津島圭治をはじめ、
同郷の阿部合成、杉並に住んだ久富邦夫、「饗
応夫人」こと桜井浜江など、周囲の画家との交
友を通して、潜在的に備えた画才に迫ります。

6月25日㈯午後2時～3時30分
100人
三鷹ネットワーク大学
美術評論家の勅使河原純（てしがわら・じゅん）さん（写真）
6月11日㈯（消印有効）までに往復はがきで必要事項（11面参照）を

「〒181-0013下連雀2-12-27山本有三記念館」へ（1人1通。申込多数
の場合は抽選）

山本有三記念館☎42-6233
山本有三記念館☎42-6233

「太宰治は絵描きだったのか!?」

津島家寄託

Ⅱ太宰治資料展
―師、友、そして「饗応夫人」―師、友、そして「饗応夫人」

6月11日㈯～7月3日㈰
午前10時～午後6時

（月曜日休館）

5月5日（こどもの日）に市ホームページに誕生した「みた
かキャラクター図鑑」は、スタジオジブリの宮崎駿さんが
デザインした「三鷹のキャラクターPoki（ポキ）」をはじめ、
市内で活躍する11のキャラクターが大集合。
「誕生の由来」「関連グッズ・着ぐるみ紹介」「利用・申請
方法」など、各キャラクターの画像とともに図鑑形式で魅
力をたっぷり紹介しています。
※�同サイトは、今後も新たなキャラクターの誕生とともに、
随時更新していきます。企画経営課☎内線2151

特集
サイト みたか
キャラクター図鑑
を開設しました

トップページ
の右上のバナー
画像（下図）から
ご覧ください。

太宰治文学サロン・三鷹ネットワーク大学共催講演会
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